
[日時] 令和4年12月22日（木）
13:30～15:30

[場所] 東近江合同庁舎 3階3C会議室

地域ワーキングの目的
東近江土木事務所管内の地域課題を抽出し、その課題を踏

まえた今後の道路整備について、色々な立場の方から意見を

いただくことを目的としています。

第４回地域ワーキング開催概要

今年度滋賀県では、平成30年3月に公表した『滋賀県道路整備アクションプログラム2018』を見直します。

東近江土木事務所では、 12月22日に第4回東近江地域ワーキングを開催しました。

滋賀県道路整備アクションプログラム

地域別アクションプログラム

東近江地域ワーキング

滋賀県道路整備アクションプログラムの見直しに向けた地域ワーキングを開催

東近江地域

第１回
ワーキング

第２回
ワーキング

第３回
ワーキング

第1回WGでいただいた意見に基づき、
「地域の声(案)」「地域の重点項目(案)」
を作成、提示し、意見をいただきました。

第４回
ワーキング

地域の声や地域の重点項目(最終案)を提示
し、内容について意見をいただきました。

アクションプログラム２０２３策定
（令和5年3月予定）

アクションプログラム策定スケジュール

5年間を振り返り、地域の道路、交通の
問題点や課題等についてご意見をいただき
ました。

今回

１．ネットワーク･アクセス性を高める道路の整備 ２．渋滞を緩和させる道路の整備

３．通学路等における自歩道等の整備

地域の産業・観光等の発展のため、大型車や観光客でもスムーズに通れ、信頼性も高い幹線道路ネットワー

クの構築が必要です。琵琶湖東岸から三重県境まで東西に広い地域であるため、東西軸の強化やインターチェ

ンジ、鉄道駅をはじめとする公共交通の利便性向上に資する道路整備、国道等へのアクセス道路の整備、近隣

市町との広域ネットワークの形成が重要です。

それとともに主要な国道を代替・補完するネットワークを形成するために南北軸の道路整備も必要です。

「地域の声」「地域の重点項目」のとりまとめ結果

国道８号周辺など従来からの渋滞箇所に加え、工場や商業施設の進出、観光客の増加などによる新たな渋滞

も発生しており、対策を進めていく必要があります。

そのためには、交差点の改良、道路の拡幅、バイパス整備、道路ネットワークの強化による車の分散などの

道路整備に取り組んでいくことが重要です。

年齢・障がいの有無等に関わらず、誰もが安全で安心して利用できる道づくりが必要です。

特に幼稚園児、児童生徒の通学路等での自歩道の整備や、交差点内の縁石の切り下げ部に対する車の侵入防

止対策を進めるほか、バイパス整備による生活道路との住み分け、ガードレールなど安全施設の充実、路面標

示をはじめとしたドライバーへのサインの工夫など、様々な方法で取り組んでいくことが重要です。

地域の
重点項目

１ ネットワーク･アクセス性の向上

２ 交通渋滞の緩和

３ 通学路等の安全性向上

「
地
域
の
声
」

「地域の声」「地域の重点項目」等の報
告、地域の課題を解決する事業中箇所を
提示し、意見を頂きました。



ワーキングでいただいた主なご意見
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「地域の声・地域の重点項目」 とりまとめへのご意見

・「通学路等の安全性向上」について、「誰もが安全で安心に～」と書いてあるが、次の文章で

「そのためには、特に幼稚園児～」と続いており、文章の流れに違和感がある。横並びでの文
章表現なども確認のうえ、表現を検討してもらえればと思う。

客観的評価マニュアルによる事業の評価結果へのご意見

【拠点間ネットワーク整備】
・近江八幡守山線は、国道８号と駅を結ぶ重要路線になるので、交通の流れについて、重点を置
いて整備していただきたい。

・拠点間ネットワーク整備も、生活道路と幹線道路の区分けを行い、生活道路を抜け道に使うこ
とが減ることで安全に資すると思う。安全で円滑な道路整備に努めていければと思う。

・土山蒲生近江八幡線は、名神名阪連絡道路と場所的には近いが、道路の利用形態や性格が異な
るため、本道路も必要なものとして整備していきたい。

【拠点内道路空間整備】
・拠点内道路及び歩道整備は１億円以上の事業が対象になるため、それ未満の事業については、
必要な箇所が出てきたら、その都度予算を確保して対応していきたいと考えている。

・歩道を通るのは子どもだけではない。シニアカーなど幅をとるものを押している高齢者も多い。
これから高齢化が進む中で、車に頼らないとはいえ、車でしか動けない地域もあるので、考慮
してもらいたい。

・地域特性の中で、交通安全に対する評価を書いていただいているのはありがたい。幼稚園周辺
のことについては時代を反映していて良いと思う。

【その他】
・掲載路線以外の路線も含めて、路線毎の評価結果を可能な範囲でお教えいただきたい。
・早い着工を望んでいる。国道に抜ける道が狭いので、そういった点も少しずつでも改善・進歩
してほしい。

・必要な路線については、市も県と連携して進めていきたい。

・ランクⅠ～Ⅲで整理されているが、ここからランクＡ～Ｃの
区分けになるとどうなるのか教えてもらいたい。

・客観的評価マニュアルによる点数付けでランクⅠ～Ⅲに分け
ている。ここから、事業の熟度や進捗状況を考慮してランク
Ａ～Ｃに振り分ける。基本的にはランクⅡ以上の事業は、Ａ
Ｐに掲載されるランクＡ・Ｂになると考える。


